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岡山美俵動物研究会の20年間のあゆみ

佐 藤 勝 紀

岡山大学農学部

岡山｣実験動物研究会は平成 14年 12月に創立 20

周年を迎えます｡本研究会は猪貴義先生(岡山大学

名拳教授)､永井虞先生 (岡山大学名昔教授)､倉林

譲先生(岡山大学 ･医学部 ･附属動物実験施設)が呼

びかけ人とな り､昭和 57年 12月 7日に岡山郵便

貯金会館で､発足 しました｡本研究会は大学や学

部､研究機関の枠 を越えて､実験動物 と動物実験

に関心ある方々の集 まりの場 として､また知識 と

情報の交換の場 として､それぞれの研究の発展 と

地域における科学の進展 に寄与することを目的と

して設立されました｡初代会長の猪貴義先生 (岡

山大学名誉教授､本研究会名巻会員)､ 2代目会長

の田坂賢二先生 (岡山大学名誉教授､本研究会名

書会員)､ 3代 目会長の栗本雅司先生 (㈱林原生物

化学研究所 ･藤崎研究所長)､4代目会長の佐藤 (岡

山｣大学 ･農学部)､ 5代 目会長の倉林譲先生 (岡山

大学 ･医学部)のリー ドの下で､理事 ･常務理事 ･

監事の先生方が中心 となって企画され､研究会の

開催,運営がなされてきています｡長い期間にわ

たる研究会の開催,運営は本研究会の賛助会員の

絶大なる援助に依拠 してお ります｡本研究会は平

成 2年以降､夏 と冬に定期的に年 2回開催してい

ますが､平成 5年から 13年までの 9年間岡山県新

技術振興財団 (現岡山県産業振興財団)の共催 ･

後援をいただきました｡この 20年間に 44回の研

究会 (第 44回研究会は 11月 29日予定)と2回の

特別講演会の開催と､19号の研究会報の発行を行

ってきました｡

以下に､ これまで開催された研究会の年月日､

場所とその内容の概略について記載 します｡

第 1回岡山実験動物研究会 :昭和 57年 12月 7日､

岡山郵便貯金会館で開催｡創立総会｡特別講演 ｢実

験動物における発生のひずみの技法別研究法｣ 一

永井虞教授(岡山大 ･歯学部)､｢岡山実験動物研究

会の今後のあり方｣についての討論.懇親会｡

第 2回岡山実験動物研究会 :昭和 58年 4月 30日､

岡山大学農学部で開催｡研究会会則 についての審

議､承認｡特別講演 ｢晴乳動物による変異原性試

験｣一土川清先生(国立遺伝学研究所､静岡実験動

物研究会会長),｢実験動物研究 における最近の話

題｣一猪貴義教授(岡山大 ･農学部)｡

第 3回岡山実験動物研究会 :昭和 58年 9月 30日､

重井医学研究所で開催｡映画上映 ｢染色体上に書

かれたネズミの歴史｣一吉田俊秀先生(国立遺伝学

研究所 ･細胞遺伝学研究所 ･細胞遺伝部長)編集｡

特別講演 ｢噂乳類発生学の基礎 と応用｣ 一館郷先

坐 (東京大 ･理学部)｡

第 4回岡山実験動物研究会 :昭和 58年 12月 3日､

㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所で開催｡特別

講演 ｢林原生物化学研究所の概要｣一栗本雅司先

坐(㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所所長)､｢実

験動物の開発 一特にその遺伝学的手法について｣

一永井次郎先生(カナダ農商務省研究所､部長)､㈱

林原生物化学研究所見学｡

第 5回岡山実験動物研究会 :昭和 59年 5月 19日､

岡山大学歯学部で開催｡特別講演 ｢先天異常に関

する動物データの解釈 -とくにヒ トへの外挿｣ 一

西村 秀 雄 先 生(京 都 大 学 名 書 教 授)､ ｢Genetic

engineeringinDestiny｣-HaroldM.Slavkin教

撹(南カリフォルニア大学)0

第 6回岡山臭験動物研究会 :昭和 59年 12月 8日､

岡山大学医学部で開催｡特別講演 ｢動物実験と私｣

一小川勝士教授(岡山大 ･医学部 ･病理学教室)､シ

ンポジウム ｢実験動物の飼育 ･手技 ･管理 ･購入

における問題点｣(6題):｢新薬開発における動物実

験の問題点｣一亀井千晃先生(岡山大 ･薬学部)､｢中

央動物施設運営における人間の意識調査の問題に

ついて｣ 一北徳先生(川崎医科大 ･実敦動物飼育セ

ンター)､｢岡大医学部附属動物実験施設における管

理運営上の問題点とその対策 について｣ 一倉林譲

先生(岡山大 ･医学部 ･動物実験施設)､｢ハムスタ

ー新生児の胸腺摘出と問題点｣ 一元田龍一先生(㈱

林原生物化学研究所)､｢重井医学研究所動物実験室

の現状と問題点｣-内藤一郎先生(重井医学研究所)､

｢岡山大学農学部における実験動物の飼育管理の

問題点｣一佐藤勝紀(岡山大 ･農学部)｡

第 7回岡山実験動物研究会 :昭和 60年 4月 27日､

岡山大学薬学部で開催｡一般講演(7題)実験動物の

薬効評価への応用｣一赤木正明先生(岡山大 ･薬学

部)､｢マウスにおける体重選抜とその効果｣一河本

泰生先生(岡山大 ･農学部)､｢実験用ウサギに寄生

するウサギツメダニについて｣ 一小郷哲 ･北徳 ･

山下真司各先生(川崎医科大 ･実験動物飼育センタ

ー)､｢我々の飼育したハムスターにおける自然発生

腫場について｣一失部芳郎先生 (岡山大 ･医学部)､

｢経験に基づく実験動物の行動変容｣ 一三谷恵一

先生 (岡山大 ･文学部)､｢小動物の水洗 ラックで

の飼育､特に出産について｣ -河 口充宏先生 (㈱

林原生物化学研究所)､｢実験動物飼育施設よ り分
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離される緑膿菌の血清型 について｣ 一北徳 ･山下

貴司各先生 (川崎医科大 ･実験動物センター)･山

口司先生 (川崎医科大 ･附属病院中央検査部)｡

第 8回岡山実験動物研究会 :昭和 60年 9月 28日､

川崎医科大学で開催｡一般講演(4題)｢実験用ウサ

ギの無菌人工岬膏について一小郷哲 ･北徳 ･山下

勇司各先生(川崎医科大 ･実験動物飼育センター)､

｢ラッ トの実験系球体腎炎の起きやすい系統､起

きづ らい系統｣一佐渡義一 ･内藤一郎 ･沖垣達各

先生(垂井医学研究所)､｢川崎医大メディカルミュ

ージアムにおける肉眼標本の作製:実験動物の利用

について｣ 一広川満良 ･三宅康之 ･原田由美 ･上

野幸子各先生(川崎医科大)､｢中央実験動物施設の

備えるべき械能 とそれを機能させるに必要な条件

について｣ 一北徳先生(川崎医科大 ･実験動物飼育

センター)｡交見会:テーマ 1｢動物実験施設中央化

の得失｣､テーマ 2｢動物実験における研究者 と技

術者の役割分担｣｡

臨時特別講演会 :昭和 60年 11月 5日､岡山大学

農学部で開催｡｢ポーランドにおいて医学生物学研

究用に対 して新 しく開発 された近交系マウスなら

びに Congenicstrain マウスについて｣ -Alina

czarnomSka博士(ポーラン ド･ワルシャワ痛研究

所)｡

第 9回岡山実験動物研究会 :昭和 60年 12月 14日､

ノー トルダム清心女子大学で開催｡一般講演(5題)

｢実験動物 とミネラル､Ratを中心として｣一高橋

正佑教授(ノー トルダム清心女子大 ･家政学部)､｢草

食小動物における大腸の飼料消化能｣ 一坂 口英先

坐(岡山大 ･農学部)､｢GoldenHamsterの生育に

及ぼす給餌 ･給水条件の影響｣ -河口充宏先生(㈱

林原生物化学研究所)､｢ゴールデン ･ハムスターの

成長における性二型について｣ 一山田明央氏(岡山

大･農学部)､｢抗生物質とアルコール｣一亀井千晃 ･

田坂賢二各先生 (岡山大 ･薬学部)｡

第 10回岡山実験動物研究会 :昭和 61年 5月 10日,

岡山大学農学部で開催｡一般講演(4題)｢自動水洗

ラックによる実験用小動物の大量飼育｣ -河 口充

宏 ･高木栄太郎 ･馬場洋千 ･二溝久江 ･佐藤芳範 ･

栗本雅司各先生(㈱林原生物化学研究所)I｢頼粒球

系骨髄細胞の増殖について｣ 一中矢直樹 ･田坂賢

二先生(岡山大 ･薬学部)I｢霊長類胃粘膜の比較形

態｣ 一鈴木一意 ･永井廉各先生(岡山｣大 ･歯学部),

｢実験動物 としての日本 ウズラの開発｣ 一佐藤勝

紀(岡山大 ･農学部)､シンポジウム ｢動物の集団を

どのようにとらえるか｣(3題):｢昆虫の集団｣一吉

田敬治先生(岡山大 ･農学部)､｢動物集団の行動に

ついての-解析｣一渡辺宗孝先生(岡山大 ･教養部)､

｢実験動物 における社会構造と密度効果｣ 一河本

泰生 ･猪貴義各先生(岡山大 ･農学部)｡

第 11回岡山実験動物研究会 :昭和 61年 9月 13日､

壷井医学研究所で開催｡話題提供(2題)｢MCH 動

物の開発｣-田口福志氏(日本クレア)･斎藤宗雄 ･

吉村幸夫各先生(実中研)､｢バイオハザー ド対策の

設備及び施設計画｣ 一堀田勝氏(日本クレア),特別

講演(2題)｢実験動物とのつき合い｣一妹尾左知丸

先生(重井医学研究所所長)､｢原爆放射線がもたら

した災害-レン トゲ ンか らチェルノブイ リまで｣

一阿波章夫先生(広島放射腺影響研究所 ･遺伝学部

長)｡

第 12回岡山夷験動物研究会 :昭和 61年 12月 6日.

㈱林原生物化学研究所で開催｡特別講演 ｢実験動

物における GeneticMonitoringの意義と役割｣一

山田浮三教授(京都大 ･医学部)､一般講演(3題)｢ス

ンクスの歯の発生｣ 一近藤信太郎先生(岡山大 ･歯

学部),｢DietaryFiberについて｣ -中永征太郎先

坐(ノ- トルダム清心女子大 ･家政学部)､｢自動水

洗ラックを用いた小動物の大量飼育｣ 一佐藤芳範

先生(㈱林原生物化学研究所)､研究会会則(第 6粂)

改正について審議､承認､懇親会｡

第 13回岡山実験動物研究会 :昭和 62年 3月 30日､

岡山大学医学部で開催｡発生工学懇談会,岡山バ

イオ懇親会との共催｡ フォー ラム ｢生物のかたち

作 りの謎をとく一発生工学への道｣記念講演 Nicole

M.LeDouarin博士(フランス科学振興発生学研究所

所長)､賛助講演 ｢細胞 をよりわける分子と動物の

かたち作 り｣ -竹市雅俊教授(京都大 ･理学部)｡

第 14回岡山実験動物研究会 :昭和 62年 9月 5日,

岡山大学薬学部で開催｡一般講演(7題)｢実験動物

としての海産無脊椎動物｣一三枝誠行先生(岡山大 ･

教養部)､｢AKR マウスのけいれんと脳内モノアミ

ン｣一片山泰人 ･加太英明 ･森昭胤各先生(岡山大 ･

医学部 ･脳代謝研究施設)､｢小動物の大量飼育にお

ける自動給餌器の開発｣ 一石川哲之 ･河 口充宏 ･

佐藤芳範 ･栗本雅司各先生 (㈱林原生物化学研究

所)･倉林譲先生(岡山大 ･医学部),｢マウスにおけ

る自発行動 と親行動 について｣ 一野崎大典 ･猪貴

義先生 (岡山大 ･農 学 部)､｢イ ヌの migrating

myoelectriccomplexに対する cbolecystokinicの

作用｣-亀井千晃 ･田坂賢二各先生(岡山大 ･薬学

部)､｢霊長類の胃粘膜における粘液物質の分布と機

能｣-鈴木一意 ･永井虞各先生(岡山大 ･歯学部)､

｢Wistar系 ラ ッ トの行 動 の時系列 的 分析 -FT

(fixed･time)のスケジュールを用いて｣ 一杉本完二

氏(岡山大 ･文学部)､懇親会｡

第 15回円山実験動物研究会 :昭和 62年 12月 5日､

岡山郵便貯金会館で開催｡特別講演(3題)｢動物の

行動における記憶の機制｣-平野俊二先生(京都大 ･

文学部)､｢晴乳類中枢神経系の発生と分化｣一御子

柴寛彦先生(大阪大 ･蛋白質研究所)､｢実験動物に

おける発生工学の進歩｣ -豊田裕先生(東京大 ･医

科学研究所)､懇親会｡
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第 16回岡山実験動物研究会 :昭和 63年 5月 28日,

岡山大学文学部 で開催｡特別講演 ｢動物実験 に影

響する諸要因とその統御｣一後藤信男教授(神戸大 ･

農学部)､一般講演(3題)｢ウズラ卵殻腺のカルシウ

ム輸送細胞 に関す る微細構造学的研究｣ 一山本敏

男 ･永井康各先生(岡山大 ･歯学部)､｢アロキサ ン

誘発糖 尿病高発症 系 ･低発症系マウスの選抜育種

と両近交系間の耐糖能の比較｣ 一尾方英徳氏 ･猪

貞義先生(岡山大 ･農学部)､｢Interactionsofsome

trace element nutrients and xenobiotics

metabolismJ-Dr.G.StanleySmi th(Department

ofAnimalandRangeSciences,NewMexicoState

University,Professor)

第 17回岡山実験動物研究会 :昭和 63年 12月 10

日,岡山大学歯学部で開催｡歯学部 口腔解剖第一

講座 と共催｡特別講演(2題)｢岨噂 システムにおけ

る感覚入力の影響｣ 一窪 田全次郎先生(東京医科歯

科 大 学 名 著 教 授 )､ ｢Basic research in

teratology ｣･Dr.G.H.SchllmaCber(Rostock

University,Professor)

第 18回阿山実験動物研究会 :平成元年 12月 2日､

まきび会館で開催｡特別講演(3諾)｢実験動物 とし

てみた節足動物｣ 一山口恒夫教授(岡山大 ･理学部)I

｢実験動物 としての ショウジョウバエ｣ 一浅 田伸

彦先生(岡山理科大 ･理学部),｢バイオテクノロジ

ーの応用 による新 しい実験動物 の開発｣ 一束候英

昭先生(富山医科薬科大)､懇親会｡

第 19回岡山臭験動物研究会 :平成 2年 6月 30日､

岡山大学農学部で開催｡一般講演(6題)｢近交系 シ

リア ンハムスター における多型性の有無の検討 -

mtDNA 制限酵素切断型 を用 いて｣一山下摂氏 ･猪

貴義 ･米 田嘉重郎 *各先生(岡山大 ･農学部､ *東

京医大 ･動物実験セ ンター)､｢線虫 C.エ レガンス

麻酔剤応答異常 に関わる遺伝子群｣一安藤秀樹氏(岡

山大 ･理学部)､｢C58マウスのけいれんについて｣

一片山泰人先生(岡山大 ･医学部)､｢ハムスター出

産 日の コ ン トロール による出産仔利用率の向上｣

一花谷利春 ･杉本純夫 ･田中恵美 ･斎藤聡 ･滝本

晃 ･杉本利行 ･栗本雅司各先生(㈱林原生物化学研

究所)､｢白ネズミにおける食餌の Bulkと摂取量｣

一中永征太郎先生(ノー トルダム清心女子大 ･家政

学部),｢F344/DuCr｣ラッ トにおける円または三角

形刺激 の後期分化的知覚学習の効果(2)一円刺激 ま

たは三角形刺激 の単側提示検査 の結果｣ 一三谷恵

一教授(岡山大 ･文学部)､懇親会｡

第 20回岡山実験動物研究会:平成 2年 12月 1日､

まきび会館で開催｡特別講演(3題)｢動物実験にお

ける腎症候性 出血熱 の発生 と終息｣ -山之内孝尚

先生(元大 阪大 ･微生物病研究所教授)､｢神経細胞

の雑種形成｣ -石井一宏先生(京都大 ･ウイルス研

究所).｢アセチル コ リンおよびヒスタミン吸入に対

する気道感受性 を異 にす るモルモ ッ ト 2系統の選

抜育種｣ -三上博輝先生(日本臓器製薬㈱､生物活

性科学研究所)､研究会会則 の改正 について審議､

承認,懇親会｡

第 21回岡山実境動物研究会 :平成 3年 7月 12日､

㈱林原生物化学研究所吉備製薬 工場で開催｡特別

講演(2題)｢痛 と動物｣ 一栗本雅司先生(㈱林原生物

化学研究所 ･藤崎研究所)､｢岡山の自然と生物｣ 一

三枝誠行先生(岡山大 ･教養部)､工場見学､一般講

演(2題)｢ラッ ト肝臓 メチオニ ン代謝に及ぼす ビタ

ミン B12欠乏の影響｣ 一河 田哲典先生(岡山大 ･教

育学部)I｢噛吐運動のパター ンを形成する中枢神経

機構｣ 一古我知成 ･福田博之各先生(川崎医科大)､

懇親会｡

第 22回岡山実験動物研究会:平成 3年 11月 30日､

まきび会館で開催｡特別講演(3題)｢動物の子育て

について｣ -福本幸夫先生(広島市安佐動物公園)､

｢今注 目をあびて いる実験動物 "スンクス目につ い

て｣ 一松木則夫先生(東京大 ･薬学部)I｢ヒ ト疾患

モデル動物の開発｣一猪貴義教授(岡山大 ･農学部)､

岡山｣実験動物研究会名書会員(猪貴義先生)の授与 ･

表彰式､懇親会｡

第 23回岡山実験動物研究会 :平成 4年 6月 20日､

岡山県総合畜産セ ンターで開催｡特別講演(2題)｢噂

乳動物初期腔 の凍結保存 と体外受精｣ -野上輿志

郎先生(岡山県総合畜産セ ンター ･専門研究員)､｢薬

効開発 と疾患モデル動物｣ 一新井成之先生 (㈱林

原生物化学研究所 ･藤崎研究所),場内見学｡

第 24回岡山実験動物研究会 :平成 4年 12月 4日,

まきび会館で開催｡特別講演(3題)｢医学 ･生物学

における先端技術 と しての放 射線利用｣ 一大原弘

教授(岡山大 ･教養部)｢がん と免疫｣一中山香一教

撹(岡山大 ･医学部)I｢環境 の発がん物質に対す る

ヒ ト曝露の研究方法｣ 一早津彦哉教授(岡山大 ･薬

学部)､懇親会｡

第 25回阿山夷験動物研究会 :平成 5年 6月 18日,

重井医学研 究所 で開催｡ 岡山県新技術振興財 団 と

の共催｡一般講演(3題)｢初期経験 と後期経験 との

組 み合わせ によ る心 理 的 機 能 と生理 的機能 の変

化｣一三谷恵一教授 ･BenHassineDhaigham氏 ･

DueriFabiola女史(岡山大 ･文学部)､｢吉備製薬工

場のハムスター生態の観察(そ の 1)昼間と夜間の交

尾行動｣ 一川崎翁史 ･池上哲 也 ･中嶋尚丈 ･三藤

雅之 ･古 田拓司 ･山根 由弘 ･安藤駿作各先生(㈱林

原生物化学研究所 ･吉備製薬工場)､｢スンクス脳の

糖脂質分析｣ 一渡辺清博先生(重井医学研究所)､特

別講演 ｢動物 にお け るシー トか らの形つ くり｣ 一

本多久夫先生 (新技術事業 団 ･古里再生機構 プロ

ジェク ト)｡

第 26回岡山実験動物研究会 :平成 5年 12月 17日､

まきび会館 で 開催｡岡山県新技術振興財 団 との共
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催 ｡招待講演 ｢モ ンゴル ･ゴ ビ砂 漠 にお ける恐竜

調査｣石井健一教授 (近畿 大学 ､㈱ 林原 自然科学

博物館準備室長)､記念講演(2題)｢実験動物 と私達｣

-矢部芳郎教授(岡山大 ･医学部), ｢動物 としての

細胞｣ -田坂賢治(岡山大 ･薬学部).岡山実験研究

会名書会員(矢部芳郎先生､田坂賢二先生)の授与 ･

表彰式､懇親会｡

第 27回岡山実験動物研究会 :平成 6年 6月 25日､

岡山大学教育学部で開催｡一般講演(3題)｢イヌの

中枢刺激 による胆汁排出 と自律神経性胆汁排 出調

節｣-古川直裕 ･岡田博匡 *各先生)､(川崎医科大 ･

*川崎医療福祉大)､｢ヒ トIFN-αプロモーターを

使 用 した糖 蛋 白質産生 システム ー伊藤(旧姓:佐藤)

美千代 ･森哲也 ･山本康三 ･太 田恒孝 ･阪本知代 ･

小 出-広 ･村 上欽俊 .藤井光清 ･福 田恵温 ･栗本

雅 司各先生 (㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所､

｢ム コ多糖 症モデル ラッ トにお ける疾患原因遺伝

子 の解析｣ -国枝哲夫先生 (岡山大 ･農学部)､特

別講演 ｢内分泌細胞 にお ける細胞 増殖 の調節｣ 一

高橋純夫先生 (岡山大 ･理学部)｡

第 28回岡山実験動物研究会:平成 6年 12月 2E]､

メルパルク OKAYAMA(岡山郵便貯金会館)で開催｡

岡山県新技術振興財団との共催｡特別講演(2題)｢実

験動物 とワクチ ンの品質管理｣ 一小野耕一先生

((財)阪大微生物研究会),｢遺伝子 ノックアウ トマ

ウス作製 と免疫応答解析へ の応用 ｣ 一高井俊行先

坐 (岡山大 ･工学部)､招待講演 ｢ケージサイズに

つ いて考 える｣ 一佐藤徳光先生 (新潟大 ･医学部 ･

附属動物実験施設､懇親会｡

第 29回岡山実験動物研究会 :平成 7年 7月 1日､

ノー トル ダム清心女子大学で開催｡ 岡山県新技術

振興財団 との共催｡一般講演(3題)｢ラッ トマウス

の皐丸 に及ぼす ビタミン B12欠乏の影響｣ -河 田

哲典先生(岡山大 ･教育学部)､｢モル モ ッ トを用 い

た ア レルギー性 結膜 炎モデルの作成 とその応用｣

-高田美穂女史 ･山地雅子 ･出石啓治 ･杉本幸雄 ･

亀井 千晃 各先生 (岡山大 ･薬学部)､｢幅吐運動 の

パ ター ンを形成する中枢神経横棒その 2｣-古我知

成 ･福 田博之各先生 (川崎医科大)､特別講演 ｢抗

が ん剤誘発脱 毛 モデル動物の作成 と脱毛抑制剤｣

一高畑京也先生 (岡山大 ･農学部)､懇親会｡

第 30回岡山実験動物研究会 :平成 7年 12月 1日,

メルパル ク OKAYAMA で開催｡岡山県新技術振興

財団 との共催｡特別講演 (4題)｢家庭 を取 り巻 く

害虫｣ 一三宅忠氏 (岡山ペス トコン トロール協会

事 務局長)､｢ゴキブ リよ もや ま話｣ 一西村昭先生

(アー ス製薬㈱ ･研究顧 問)､｢動物催眠 一防衛行

動 としての死んだふ り｣ 一酒井正樹先生 (岡山大 ･

理学部)､｢細胞ガン化の機構｣ 一清水憲二教授 (岡

山大 ･医学部)､懇親会｡

第 31回岡山東嶺動物研究会 :平成 8年 6月 29日､

川崎医科大学 で 開催 ｡ 岡山県新技術振興財 団 との

共催｡一般講演 (4題) ｢昆虫腹筋の神経支配 とそ

の興奮性接 合部位電位 の生理学的性質｣ 一川 崎史

子 ･喜多弘各先 生 (川 崎 医大)､｢ヒ ト白血病 細胞

株 のハ ム ス ター 着 生 試 験 とそ の有効 利 用 につ い

て｣ 一古谷 聡美 ･伊藤 美千代 ･新井成之 ･栗 本雅

司各先生 (㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所).

｢アレルギー性疾患モデル としての BN系ラッ トの

有用性｣ -大石浩子 女史 ･杉本幸 雄 ･亀井千晃各

先生 (岡山大 ･薬学部)､｢4型 コラーゲ ンの自己免

疫疾患である坑 cBN 抗体腎炎の動物モデルによる

解析｣,佐渡義一先 生 (壷井 医学研究所),特別講

演 ｢広 島大学 医学部 附属動物実験施設 の紹介 と実

験動物 の眼検査 につ いて｣ 一古川敏紀先生 (広 島

大 ･医学部 ･附属動物実験施設｡

第 32回岡山実験動物研究会 :平成 8年 11月 29日､

ルネサ ンス岡 山 (ギ ャ ラ リー ･ルネサ ンス)で 開

催｡岡山｣県新技術振興財団との共催｡特別講演 (3

題)｢大型 ウサ ギの実験動物化 に関す る研究｣ 一松

田幸久先生 (秋 田大 ･医学部 ･附属動物実験施設)､

｢コラーゲ ン遺 伝子 改変 と動物疾患 モデル｣ 一

宮義文教授 (岡山大 ･医学部)､｢マス ト細胞 分化

異常動物｣ 一北村幸彦教授 (大阪大 ･医学部)､懇

親会｡

特別講流会 :平成 9年 3月 6日､岡山大学農学部

で開催D特別講演 ｢Recentcytogeneticinvesti･

gationsinlivestocksinEurope-anoverall

view｣-Dr.GeraldStranziger(SwissFederal

InstituteofTechnology,Professor)

第 33回岡山実験動物研究会 :平成 9年 7月 12E]､

岡山大学農学 部 で開催｡ 岡山県新技術振興財 団 と

の共催｡一般講演 (4題)｢マウス Anti一mullerian

hormonereceptor遺伝子 の染色体マ ッピング｣､小

鹿泉女史 ･国枝哲夫先生 (岡山大 ･農学部)､｢小

型熱帯魚 グ ッピーの放射熱生物学｣ 一大原弘教授

(岡山大 ･理学部 )､｢コカイ ン反復投与 によるマ

ウス の痩 撃 感 受 性 先進 にお けるポ リア ミ ンの 役

割｣ 一箱里和 朗 ･渡辺悟 ･桂 昌司 ･大熊誠太郎 ･

斎藤泰- *各先 生 (川崎 医科大 ･薬理学 ､ *川 崎

医療福祉大 ･医療福祉学部 ･保健看護学科)､｢ウ

サギのケー ジ内 にお ける行動学的観察 一特 に在 来

型 FRPケージと SCANBERケージとの比較につい

て｣ -倉林譲先 生 ･上 山和貴 ･大光宗義 各氏 (岡

山大 ･医学部 ･附属動物実験施設),特別講演 ｢ヒ

ト wilson病モデル､肝癌モデル､免疫不全モデル

としての LEC ラッ ト｣ 一松本桝三先生 (徳島大 ･

医学部 ･附属動物実験施設)､懇親会｡

第 34回岡山臭填動物研究会 (創立 15周年記念大

会):平成 9年 11月 28日､メルパルク OKAYAMA

で開催｡岡山県 新技術振興財 団 との共催｡記念講

演 ｢ライ フサイ エ ンスの展 開 と実験動物 ｣ -猪貴
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義先生 (岡山大名巻教授､ 日本実験動物協会副会

長)､特別講演 (2題)｢疾患モデル動物の開発とそ

の応用｣ 一菊池建棲先生 (国立精神 ･神経セ ンタ

ー ･モデル動物開発部 ･部長)､｢唐の遺伝子治療｣

一田中紀章教授 (岡山大 ･医学部 ･第-外科)､懇

親会｡

第 35回岡山実填動物研究会 :平成 10年 7月 18日､

岡山｣大学薬学部で開催｡岡山県新技術振興財 団 と

の共催｡一般講演 (4題)｢白ネズ ミにおける食餌

のエネルギー ･食物繊維化 と糞便の形状について｣

-中永征太郎教授 (ノー トルダム清心女子大 ･家

政学部)､育種選抜によるハムスター法改善の可能

性 につ いて｣ 一野村穣 ･久保 田研二 ･小出-広 ･

伊藤美千代 ･池 田雅夫 ･栗本雅 司 ･各先生 (㈱林

原生物化学研究所 ･藤崎研究所)､｢ラッ ト脳波 に

およばす抗 ヒスタミン薬の影響｣ 一斉藤康一氏 ･

亀井千晃先生 (岡山大 ･薬学部)､｢マウスⅩⅤⅢ

型コラーゲンの組織内局在｣ 一内藤一郎 ･香川恵 ･

二宮善文 * ･佐渡義一各先生 (重井医学研究所 ､

*岡山大 ･医学部)､特別講演 ｢薬物依存形成にお

ける diazepambindinginhibitor(DBI)の役割｣ -

大熊誠太郎教授 ･桂 昌司先生 (川崎医科大 ･薬理

学教室)､岡山大農 ･薬動物実験施設見学､懇親会｡

第 36回岡山実験動物研究会 :平成 10年 11月 27

日､岡山国際交流セ ンターで開催｡岡山県新技術

振興財団の後援､特別講演 (2題)｢両生類の桂皮的

水分摂 取機構 と陸上適応｣一上島孝久先生 (岡山

大 ･理学部),｢骨粗軽症疾患モデル とその評価 に

ついて｣ -西崎泰司先生 (㈱林原生物化学研究所 ･

藤崎研究所)､記念講演 (1題)｢札分泌撹乱物質 (環

境ホルモ ン)の何が問題か｣ 一井 口泰泉先生 (横

浜市立大学 ･理学部､現岡崎国立共同研究棟構)､

懇親会｡

第 37回岡山実験動物研究会 :平成 11年 5月 26日､

岡山大学医学部図書館 (鹿田分館)3階講堂で開催｡

岡山県新技術振興財団の後援｡一般講演 (2題)｢Tg

動物飼育用 ラッック …ルフテン Tg…の開発｣ 一橋

詰俊雄民 ら (白銀工業㈱ ､大気社､岡山大 ･医 ･

動物実験施設)｢免疫 グ ロブ リン遺伝子 Knock-in

マウスを用 いる抗体の親和性成熟機構の解析 :RAG

遺伝子産物は関与するか｣ 一曲正樹氏 ら (岡山大 ･

工学部)､特別講演 (2題)｢上海実験動物科学の進

展｣ -王楠 田先生 (上海実験動物科学専業委員会

会長)､｢生体部分肝移植 について｣ 一清水信義先

坐 (岡山大 ･医学部 ･第二外科)､懇親会｡

第 38回岡山束填動物研究会 :平成 11年 11月 24

日､メルパル ク OKAYAMA (岡山郵便貯金会館)

で開催｡岡山県新技術振興財団の後援｡特別講演(2

題)｢Tg動物飼育 システム STAR及び sTAR/OKの

紹介｣ 一柳原茂氏 ら (東洋熱工業㈱)､｢モ ンゴル

恐竜共同調査 6 年間の歩み｣一鈴木茂先生 (林原)

自然科学博物館,招待講演 (1題)｢最近の家畜ゲ

ノム解析-ブタ MHCクラス Ⅱ遺伝子と牛 Mxタン

パク質遺伝 子｣ 一小松正憲先生 (農林水産省 中国

農業試験場畜産部 ･育種繁殖研究室)懇親会｡

第 39回岡山実験動物研究会 :平成 12年 7月 8日､

岡山大学文学部会議室で 開催｡岡山県新技術振興

財団の後援｡一般講演 (3題)｢パター ンは右視野

で視覚走査 され､水平線 分は垂直線分よ りも誘 目

性が高い-30-40msec行動解析-｣一三谷恵一先

坐 (岡山大 ･文学部)､｢四元雑種 由来マウスコロ

ニーに出現 した骨格異常突然変異の解析｣ 一新海

雄介氏 (岡山大 ･農学部)､｢マウス居住性か ら見

た現在市販床敷ベス ト10｣-倉林譲先生 (岡山大 ･

医学部)特別講演 (1題)｢医薬品開発サポー ト業

の現状｣金 田平八郎氏 (㈱ ラビ トン研究所 ･大阪

医薬品臨床開発研究所)､夕食会｡

第 40回岡山実験動物研究会 :平成 12年 12月 8日､

メルパルク OKAYAMA (岡山郵便貯金会館)で開

催｡岡山県振興財団 (旧､岡山県新技術振興財団)

の後援｡特別講演 (2題)｢機能性食品業界の最近

の動向｣ 一井上良計先生 (備前化成㈱研究開発部)､

｢無視できない線虫の話｣ 一香川弘昭先生 (岡山

大大学院 ･自然科学 ･分子生命科学､理学部)記念

講演 (1提)｢実験動物研究の 50年を顧みて｣ 一猪

貴義先生 (本研究会名書会員､岡山大学名書教授)､

懇親会｡

第 41回岡山夷填動物研究会 :平成 13年 6月 22日､

㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所で開催｡岡山

県産業振興財団の後援｡一般講演(4題)｢Ⅴ(D)J組

換え依存性の蛍光標識法による RAG遺伝子発現細

胞の検出と解析｣ -西川恵美子女史 ら (岡山大 ･

工学部)､｢プ リオ ン蛋 白ペプチ ド (PrP106-126)

によってラッ ト下垂休由来細胞株 GH3に誘導され

る細胞死の形態学的および生化学的検討｣ 一山下

摂氏 ら (岡山大 ･農学部 ､農林水産省 ･家畜衛生

試験場 :現特別行政法人 ･動物衛生研究所)｢トレ

ハラーゼ ノックアウ トの作 出 と表現型解析｣ 一平

田京子女史 (㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所)､

｢これか らの動物実験施設 を考 える｣一夏 目克彦

氏 (㈱夏目製作所)､特別講演(1題)｢多因子疾患原

因遺伝子 PositionalCloningへの取 り組み一肥満 ･

高脂血症 ･高血糖 を支配す る遺伝子の解 明 -｣ 一

渡連武先生 (大塚製薬㈱大塚 GEN 研究所)､懇親
A
石 ○

第 42回岡山失政動物研究会 :平成 13年 11月 30

日､まきび会館で開催｡ 岡山県産業振興財団の後

援｡賛助会員による講演 (1題)｢弊社業務内容案

内｣一菅野史郎氏 (ハム リー㈱)､特別講演 (2題)

｢細胞死 (アポ トー シス)の シグナル伝達機構 と

生体における役割｣ 一酒巻和弘先生 (京都大学 ウ

イルス研究所)､｢がんと免疫｣ -中山香-先生 (岡
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山大大学院医歯学総合研究所)､懇親会｡

第 43回岡山実験動物研究会 :平成 14年 6月 7日､

重井医学研究所で開催｡一般講演 (3題)｢WS4マ

ウス にお けるエ ン ドセ リンβレセ プター遺伝子の

解析 ｣ 一大谷某氏 ら (岡山大大学院 自然科学研究

科 ､埼玉県立がんセ ンター研 究所),｢マ ウスの皮

膚反応 におけるヒスタミン H3受容体 の関与｣-ホ

ッセ ン ･マ リア女史 ら (岡山大 ･薬 学部)､｢フタ

ホ シコオ ロギの フェ ノール酸化酵素の性状｣一浅

田伸 彦 先 生 ら (岡山理科 大 ､徳 島大 ･工学部)､

賛助会員 による講演 (1題)｢株式会社ナル クのピ

-グル生産事業 ･実験動物受託飼育事業 の概要｣

一橋本匡司 ら (㈱ ナル ク､ 日本農産工㈱ )､特別講

演 (1) 揺)｢今 日の生殖 医療 の現状 と問題点｣ -

沖津摂先生 ･三宅馨先生 (三宅医院 ⅠvFセンター)

第 44回岡山異境動物研究会 (JIJ立 20月年記念大

会)

:平成 14年 11月 29日､メルパルク OKAYAMA

(岡山郵便貯金会館)で開催､ 日本生物工学会西 日

本支部協賛予定｡

記念講演 ･特別講演 3題 を企画｡

岡山実放動物研究会報のこれまでの掲載内容

第 1号 :1983年 4月発行

祝 辞 岡山大学長 大藤 真

重井医学研究所長 妹尾佐知丸

あいさつ 会長

第 1回岡山実験動物研究会経過報告

猪 貴義

常務理事 永井 康

第 2匝l岡山実験動物研究会開催予告

岡山実験動物研究会会則 (莱)

お しらせ

第 2号 :1984年 4月発行

あいさつ 猪 貴義

特別講演要旨 審歯類の発生のひずみをしらぺる

永井 庚

寄 稿

ハムスターの子育て

実験動物の遺伝制御

実験動物 としての日本ウズラ

矢部芳郎

河本泰生

佐藤勝紀

噂乳類の胃の比較形態 鈴木一意 ･永井 庸

二ホンザル にみ られた …下痢症"について

稲垣晴久

施設め ぐり

岡山大学医学部附属動物実験施設 倉林 譲

林原生物化学研究所藤崎研究所 益田和夫

研究会だよ り

第 11回静岡実験動物研究会研究発表に出席 して

永井 虞

第 6回静 岡実験動物研究会討論会に出席 して

倉林 譲

第 2,3,4回岡山実験動物研究会講演会報告

第 3号 :1985年 4月発行

あいさつ

特別講演要旨

ライフサイエ ンスの研究推進 と実験動物

猪 貴義

猪 貴義

実験動物の開発一特 に遺伝子的手法について

永井次郎

寄 稿

吉田豊三郎先生の実験 ことはじめと人生

佐藤 博

薬理実験 とその施設 について 田坂賢二

経験に基づ く実験動物 とその施設について

三谷恵一

各種噂乳動物の乳成分組成の比較

実験動物の全身麻酔の現況と将来

第 3回国際細胞生物学会議を主催 して

施設め ぐり

川崎医科大学実験動物飼育セ ンター

ラビ トン研究所付属 ラピ トン牧場

片岡 哲

倉林 譲

沖垣 達

北 徳

金 田平八郎

研究会だよ り

第 12回ヨ← ロツパ先天異常学会に

実験動物 シンポジウムに出席 して

第 5,6回岡山実験動物研究会報告

第 4号 :1986年 4月発行

あいさつ

特別講演要旨

実験動物 と私

寄 稿

飼育器具機材の発展史

動物集団をどのようにとらえるか

新薬開発 における動物実験の問題点

亀井千晃 ･

日本ウズラにみ られた近交退化現象

倉林 譲

猪 貴義

小川勝士

佐藤善一

吉田敬治

田坂賢二

佐藤勝紀

岡山大学医学部附属動物実験施設におけるイヌ ･

ネコ､サルの検疫検査成績について 横 田泰江 ･

倉林 譲 ･野 田昭一 .大江茂一 ･大賀育造

施設め ぐり

垂井医学研究所 内藤一郎 ･沖垣 達

阪大微生物研究会観音寺研究所雲岡支所




